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今 月 の 一 冊 Ma r c h
国立国会図書館の蔵書から

設計図に見る歌舞伎座の美学　　 　岡田
檜 山 　 未 帆
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　老朽化のため、平成 22 年 4 月の興行終了後に建替えが決

まっている歌舞伎座。国立国会図書館は、その歌舞伎座の

前身の建築設計原図を所蔵している（写真1）。現在の歌舞

伎座は、建築家岡田信一郎氏が設計し、大正 14（1925）年

に竣工した建物を、戦後の昭和 25（1950）年に改修して再

建したもので、当館が所蔵しているのは大正 14 年の「第三

期歌舞伎座（旧歌舞伎座）」の建築設計原図である。

　この歌舞伎座の図面 313 枚（構造計画書を除く）を含む

建築設計原図集成は、大正から昭和にかけて活躍した建築

家、岡田信一郎氏・捷五郎氏兄弟の建築設計原図 349 件 9,859

枚からなるコレクションで、捷五郎氏のご遺族から昭和 55

（1980）年に当館に寄贈されたものである。昭和 28 年、捷

五郎氏に国立国会図書館の永田町新庁舎（現東京本館）の

建築設計懸賞競技の審査員を務めていただいたのがご縁で

あるらしい。図書館で設計原図を所蔵する例は珍しく、当

館でも初めての事例であったため、建築の専門家の指導の

下、目録作成・保存を進めてきた。平成 14 年度にはマイク

ロ化が行われ、現在はマイクロフィルム（アパチュアカー

ド　写真2）で提供している。和風コンクリート造りの名

手ともいわれる信一郎氏は西洋式建築も多く手がけており、

コレクションにはニコライ堂（改築　昭和 5 年）、明治生命

館（昭和 9 年）などの図面も含まれる。

　設計原図は、美濃紙に墨または鉛筆で描かれている。曲

線はすべてフリーハンドで、壮麗な玄関上の唐
か ら は ふ

破風も（写

真3）、柱の文様も（写真4）緻密に描き込まれ、細部にま

で信一郎氏の美意識とこだわりが感じられる。柱礎のほか

に椅子や瓦、電灯の原寸図もコレクションに一部含まれて

いる。このほか、玄関上の唐破風も原寸図を作製して工事

写真 2　写真 1　正面図



信一郎・捷五郎建築設計原図集成から
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現場での指揮にあたったそうである。

　また、設計原図とは別に、「歌舞伎座鉄骨鉄筋構造計画書」

（写真5）のような柱や基礎部分等の構造部分の耐荷重量等

について計算した計画書も残されており、風圧や地震に対

する準備がなされていたことがわかる。歌舞伎座は建設途

中の大正 12 年に関東大震災に見舞われ、資材に火がつき屋

根が焼け落ちる被害を受け、建設工事も一時中断したが、

コンクリート造りの外郭にはさしたる損傷もなく、工事を

続けることができたという。

　こうして竣工した歌舞伎座も、昭和 20 年の東京大空襲で

正面の一部と一階部分の外壁を残し大部分が消失した。歌

舞伎座再建計画は、焼け残り部分を利用し、平面もおおよ

そは前のままにしてほしいという希望で東京美術学校教授

の吉田五
い そ や

十八に依頼された。このため、現在の歌舞伎座に

も信一郎氏のデザインは生きており、桃山時代の壮麗な形

式を取り入れた外観にその一部を見ることができる。信一

郎氏が設計を手がけた作品で、現在も使われ続けている建

築物が減りつつある今、建替え前の歌舞伎座を目に焼き付

けてみてはいかがだろうか。 （ひやま　みほ）

　歌舞伎座図面　岡田信一郎〔作〕　〔1921頃〕　

　（岡田信一郎・捷五郎建築設計原図集成）

　＜請求記号　VC12～ 23＞

※この資料は東京本館で所蔵しています。

参考文献
●永山武臣監修　『歌舞伎座百年史　本文篇』　松竹　1993
●歌舞伎座出版部編　『歌舞伎座』歌舞伎座出版部　1951
●大川三雄　「近代日本の異色建築家 -14- 様式美に進んで殉じた鬼才
　岡田信一郎」『科学朝日』43（2）1983.2　pp.123-126

写真 3　玄関詳細図（部分） 写真 4　［柱礎原寸図］ 写真 5
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 Dibrary

　韓国では、2009 年 5 月に韓国国立中央図書館

デジタル図書館（以下、デジタル図書館）が開館し、

新たな電子図書館サービスの展開が始まった 1。

　筆者は、同年 11 月に、国立国会図書館と韓国

国立中央図書館（以下、国立中央図書館）との業

務交流団の一員として訪韓し、意見交換を行うと

ともに、新しい施設を見学する機会を得た。本稿

では、業務交流で得た知見等に基づき、韓国の電

子図書館サービスの状況について紹介する。

1　韓国の図書館情報政策

　国立中央図書館における現在の電子図書館サー

ビスを紹介する前に、韓国政府が進めてきた図書

館情報政策に基づく電子図書館環境の整備の概要

を紹介しておきたい。

　韓国では、1990 年代末頃から IT立国政策を掲

げ、情報インフラの拡充・整備に力を注いできた。

その結果、韓国における国民の ITスキル、情報

リテラシーは急速に向上したが、一方で IT情報

に接することのできる人とできない人との間の情

報格差（デジタルデバイド）が発生した。

　図書館は、こうした国民の情報格差を是正する

ための組織として位置づけられている。2006 年

に制定された図書館法第 1条では、国民の情報ア

クセス権と知る権利を保障することが図書館の社

会的責任であると明記され、また、同法第 8章に

は、すべての国民が身体的、地域的、経済的、社

会的条件にかかわらず公平な知識情報サービスを

提供されるために必要なあらゆる措置をとること

が図書館の責務と規定されている。

佐藤　毅彦

韓国の電子図書館サービス

韓国国立中央図書館デジタル図書館のデジタル閲覧室
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　韓国政府は 2000 年に「図書館情報化推進総合

計画」を策定し、文化観光部と国立中央図書館と

が中心となって全国各地の図書館のインフラ、資

料管理システム、総合目録データベース等の整備

を行った。さらに、韓国政府は著作権法を改正し、

図書館が所蔵資料をデジタル化し、図書館内での

利用および他の図書館への配信を可能にするとと

もに、「情報化勤労事業」2などによる図書館所

蔵資料のデジタル化も進めた。また一方で、著作

権者保護のため補償金制度等を整備した。

　国立中央図書館は、韓国政府が進めるこうした

図書館情報政策に基づいて、国民の情報アクセス

権を保障するための施策に取り組んでいる。

2　国立中央図書館における
　 デジタル情報資源の拡充と提供

　国立中央図書館のデジタル情報資源の拡充方法

としては、次の 4種類がある。

①所蔵資料のデジタル化

　国立中央図書館では、所蔵資料のうち、著作権

保護期間を満了した古書、複本のない資料、酸

性紙の資料などを優先してデジタル化しており、

2009 年までに約 38 万 9千冊の全文画像データを

作成している。

　これらのデジタル化資料は、館内で閲覧できる

ほか、著作権保護期間を満了しているものについ

ては、インターネットを通じて利用できる。また、

著作権が存在するものについても、韓国複写伝

送権協会 3と協約を結んだ 560 館ほどの図書館に

配信している。

　さらに、国立中央図書館では、視覚障害者用資

料のデジタル化も進めており、主として大学の基

本学習書を対象に、2009 年までに約 4,300 冊の

全文テキストデータを作成している。

　そのほか、全国の公共図書館と行政部の資料室

所蔵資料の目録を統合した「国家資料総合目録」

や「視覚障害者資料総合目録」、「国家資料目次情

報」などのデータベースの構築も進めている。

②インターネット上に公開されたオンライン資料

　の収集

　国立中央図書館は、2004 年からOASIS（Online 

Archiving & Searching Internet Sources） プ ロ

ジェクトによってウェブサイトなどのオンライン

資料を収集・保存し、著作権者の許諾を得たコン

テンツは一般に公開している。

　2009 年 3 月には、図書館法と著作権法が改正

され、国立中央図書館によるインターネット上の

オンライン資料の収集・保存が制度化された。こ

れによって、オンライン資料の収集・保存事業に

制度的裏づけが与えられた。

1 　このデジタル図書館には「ディブラリー（Dibrary」という呼称
がつけられている。これは、デジタル（digital）とライブラリー
（library）との合成語と説明されている。
2 　金大中政権（1998～ 2003）以降、政府がホワイトカラーの雇
用対策として資金を投入した、情報化の促進を目的とする事業。
3 　図書館資料等の複写権と伝送権に関する信託や利用許諾を集中
管理する団体。
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③販売用オンライン資料の収集

　販売用オンライン資料（いわ

ゆる「有料コンテンツ」）も、前

述した 2009 年 3月の法改正に

よって国立中央図書館による収

集対象となった。電子書籍、電

子ジャーナル、動画資料、イメー

ジ資料（写真、コンピュータグ

ラフィックなど）、音楽資料など

様々な形式のものがある。2010

年度以降、収集計画に基づき、

順次、正当な補償の上で収集す

ることになっている。

　なお、外国の電子ジャーナル

については、18 種類のデータ

ベースをライセンス購読して

いる。

④連携機関によるコンテンツの提供

　国立中央図書館は、デジタル図書館の開館を機

に、オンライン資料の提供を図書館サービスの重

要な領域として位置づけ、「ディブラリーポータ

ル」（上画面）を開設した。ディブラリーポータ

ルは、国内外の価値ある情報を提供する多様な機

関との連携を通じて高品質なデジタル知識情報

を統合検索することができるオンラインサービ

スである。

　ディブラリーポータルは、メインポータルのほ

か、地域ポータル、政策情報ポータル、多文化

ポータル、障害者ポータルの四つの専門ポータル

によって構成されている。それぞれのポータルご

とに外部機関との協力ネットワークを構成してお

り、たとえばメインポータルの協力ネットワーク

は、国立中央図書館、国家記録院、国家知識ポー

タル等で構成され、地域ポータルの協力ネット

ワークは、図書館、博物館、美術館、文化院、文

芸会館、（16 の市道の）地方自治体等で構成され

ている。2009 年 9 月末現在、国内の連携機関は

ディブラリーポータル　http://www.dibrary.net/
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約 470 機関、海外の情報提供機関は約 780 機関

であり、約 1億 1600 万件のデジタルコンテンツ

を提供している。

3　デジタル図書館

　デジタル図書館の外観は、デジタルの冷たく無

機的なイメージが、人間と自然の温かく有機的な

感性と出会って一つになるデジタル情報空間をイ

メージしており、図書館周辺のソリプル公園緑地

を積極的に活用し、建物壁面および屋根まで緑地

を延長させた公園型広場を作ることによって「都

市の中の公園、公園の中の図書館」を具現してい

る（下写真）。

　デジタル図書館は、前述の「ディブラリーポー

タル」という仮想空間と、「情報広場（Dibrary 

Information Commons）」という物理的なサービス

空間とで構成されている。ここでは、「情報広場」

について紹介する。

　デジタル図書館は、情報環境と利用者の要求の

変化に合わせ、単にデジタルコンテンツを閲覧す

韓国国立中央図書館デジタル図書館の外観
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るだけではなく、利用者が交流し、体験し、自

ら創作し、IT情報を活用するための教育を受け、

休憩もできる多機能複合文化スペースとして、次

のような施設機能を提供している。

（1）　閲覧

　閲覧スペースとしては、デジタル閲覧室、メディ

ア資料利用室（マルチメディアコンテンツの鑑賞

スペース）、複合上映館などがある。これらすべ

ての利用者スペースには、デジタルコンテンツを

閲覧できる機器や設備がある。

　また、デジタル新聞台（左上写真）では、画面タッ

チ方式でデジタル化された新聞コンテンツを閲覧

することができる。

　そのほか、外国人のために多国語情報室が設け

られており、英語、日本語、中国語、フランス語、

ベトナム語による情報検索が可能である。

（2）　交流

　同じ目的をもつコミュニティ間の交流を活性化

するためのスペースとして、セミナー室、大会議

室、複合上映館のほか、若干の騒音が許されるグ

ループスペースやコーヒーなどの軽食がとれるデ

ジタルブックカフェがある。

リフレッシュエリア（休憩スペース）

デジタル新聞台

展示室 メディアセンター
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（3）　体験

　デジタル図書館の空間は、多様な視覚的刺激を

体験できるように設計されているそうである。

　各所に整備された先端的なメディアコンテンツ

も、利用者の参加と体験を促している。　

（4）　創作

　創作を支援するスペースとしてはメディアセン

ター（前頁右下写真）がある。利用者のレベルに

応じて映像スタジオ、音響スタジオ、UCC（User 

Created Contents　ユーザーが作成したコンテン

ツ）スタジオが用意され、メディア制作に関する

多様な機能を提供している。

（5）　教育

　デジタル図書館は、情報活用能力を向上させる

とともに情報格差を解消するため、メディア制作、

加工、媒体変換、編集、IT 情報活用のための教

育などのプログラムを運営している。

（6）　休憩

　「休憩」そのものが新しい情報・知識に触れる「思

考の再創造」、「社会的交流」のための活動になる

との考えに基づき、休憩スペース（前頁右上写真）

やデジタルブックカフェが設置されている。

（7） 　「情報疎外階層」（障害者、高齢者等）への

サービス

　デジタル図書館のすべてのスペースに、画面

のテキストを音声で支援する TTS（Text-To-

Speech）環境が整えられている。また、個人利用

スペースであるデジタル閲覧室の一部の閲覧席

とデジタル新聞台は、必要に応じて高さが調節で

きる。　

　また、ヘルプセンターには、点字情報端末機な

ど各種補助工学機器が設置されており、誰でも予

約なしで利用できる。

4　おわりに

　以上紹介したとおり、国立中央図書館は、国の

図書館情報政策に基づき、国民の情報アクセス権

を保障するため、意欲的に電子図書館事業を展開

している。今後の計画としては、著作権が存在す

るデジタル化資料を全国 4千余の小規模図書館に

も配信できるようにするためのインフラ整備を実

施するとのことである。

　国立国会図書館でも大規模な資料デジタル化を

実施しており、まもなく、国立国会図書館法に基

づいた、国、地方公共団体、独立行政法人等のイ

ンターネット資料の収集が始まる。これらの事業

を着実に実施することがまずは重要であるが、さ

らにその先の図書館サービスを検討していくにあ

たっては、韓国の実践が参考になると思われる。

　　（さとう　たけひこ　関西館電子図書館課長）
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 Relocation of library materials

移送の目的

　国立国会図書館では、1年間で図書は約20万冊、

雑誌・新聞は約 65 万点増えていきます。増え続

ける資料の収蔵スペースを確保し、良好な環境で

資料を保存していくために、約 5年ごとに書庫の

使用状況を調査し、その結果に基づいて書庫内の

資料配置を見直す書庫計画を策定しています。

　平成 19 年度から平成 23 年度までの 5年間を

対象とした書庫計画を策定するための調査では、

計画期間内に東京本館の書庫が関西館の書庫より

も先に満杯状態になることが予測されました。そ

こで、東京本館と関西館の書庫の使用割合を均等

にするために、東京本館から関西館へ資料を移送

することにしました。

　移送は平成 21年度と平成 23年度の 2回に分け

て行うこととし、平成 20 年 1 月に、1回目とし

て次の約 39万冊を移送する計画を策定しました。

① 昭和 24 年以前に受け入れた和図書で、マイク

ロ化が済んでいる原本の一部（約 28 万冊）

② 昭和 63 年から平成 14 年までに受け入れた和

図書のうち、2部目があるものの一部（約9万冊）

③科学研究費補助金研究成果報告書の 2部目

　（約 2万冊）

　今回の移送資料は、マイクロ資料やデジタル画

像など他の手段での利用が確保できるものが多

く、移送作業期間中の利用への影響を最小限とす

動かし、整え、収める　資料移送の記



　　国立国会図書館月報588号 2010.3 ■　11

ることができました。

　移送のための準備は多岐にわたり、予算の確保

や移送作業を外部に委託するための諸手続きのほ

か、移送資料に対する事前準備作業に多くの時間

を必要としました。

　今回の移送は、平成 21 年 8 月から実施しまし

た。関西館への輸送は約1か月で終了しましたが、

関西館で資料を利用できるようにするための作業

はその後も継続し、全体の作業が終了するのは、

平成 22 年 3月末の予定です。

　また、移送した資料の跡地を利用するために東

京本館の書庫内での資料の移転もあわせて実施

し、書庫を有効に利用できるようにしました。

　国立国会図書館は、これまでに資料の大規模な移

送を 2回実施しています。

　昭和 36（1961）年 8 月に東京本館（千代田区永

田町）が竣工し、赤坂離宮（現・迎賓館赤坂離宮）

の仮庁舎、三宅坂の分庁舎、国会議事堂内に分散し

ていた蔵書と、支部上野図書館（現・国際子ども図

書館）の蔵書など約 200 万冊を約 1か月間で移転

しました。このときは、来館サービスを約 3か月間

休止しています。

　平成 14 年に関西館が竣工し、東京本館から約

320 万冊を移転しました。約 6か月間にわたり、ト

ラックと貨物列車を併用して、段ボール・折りたた

みコンテナ約 15 万箱が約 550km を移動しました。
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東京本館で梱包、輸送

　資料は、プラスチック製の折りた

たみコンテナや段ボール箱に梱包し

て輸送しました。輸送中の揺れなど

で資料が傷むことのないよう、緩衝

材を使用して資料を保護し、箱詰め

しました。特に、刊行年の古い和図

書は、紙の劣化が進んでいるため取

扱いに十分注意する必要があり、職

員が随時梱包の状態を確認しまし

た。また、移送後の作業を効率的に

行うため、箱詰めはもとの順序を崩

さないようにしました。

　資料を梱包した箱は書庫内に集積

しておき、輸送トラックに積み込む直前に書庫か

ら搬出しました。これは、空調が管理されていな

い書庫外に資料を長時間置くことを避けるほか、

搬出の際に書庫の扉が開放される時間をできるだ

け短くして、書庫内の環境を保つためです。

　関西館への輸送の第 1便は、平成 21 年 8 月 3

日に出発しました。トラックによる輸送は原則と

して 1 日に 2 便で、午後 2 時ごろと午後 4 時ご

ろ東京本館を出発し、翌朝関西館に到着するとい

うスケジュールで運行されました。輸送は 8月の

土曜・日曜とお盆の前後を除く期間に行われ、8

月 27 日に到着した最終便をもって、移送資料の

すべてが無事に関西館に運ばれました。
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　今回移送した資料のうち、事前準備に最も時

間を費やしたのは、昭和 24 年以前に受け入れ

た和図書の一部（約 28 万冊）です。これらは、

帝国図書館や衆議院図書館から引き継いだ貴

重な資料です。劣化が進んでいること、書誌

データの内容が現在の基準とは違うことなど

から、数年をかけて次の作業を行いました。

○ 原本を関西館の自動書庫に収めるために、資

料を管理するバーコードと書誌データを一

冊ずつ確認する。

○ マイクロ化されているかどうか確認する。マイク

ロ化されていないものはマイクロ化を行う。

○ 原本とマイクロ資料のデータがNDL-OPAC（国

立国会図書館蔵書検索・申込システム）に収録さ

れているかどうか確認する。

○ 劣化の進んだ資料は、表紙の破損やページの脱落・

散逸を防ぐために中性紙の封筒に入れ保護する。

　書誌データや管理用データの整備には、かなりの

手間がかかりました。このほかにも、代替物として

のマイクロ資料の整備など、移送にあたっては、原

本を無事に運ぶための手当だけでなく、移送後も円

滑に利用できるよう、広い範囲の作業が必要でした。
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書誌データを確認するとともに、所蔵館情報を関

西館に訂正する作業を 1冊ずつ行いました。

　いずれの作業にも、資料が適切な環境で保管で

きるよう、正確さと丁寧さが要求されました。

今後の予定

　今回移送した資料は、関西館での作業が終わり

次第、利用を再開します。ただし、マイクロ化が

済んでいる原本は、保存のため、これまでと同様、

マイクロ資料（マイクロフィッシュ）でのご利用

となります。なお、調査研究のために特に必要が

ある場合や展示会に出品する場合には、原本の利

用が可能です。

　平成 23 年度には、今回の約 2倍の量を関西館

関西館で受入れ

　関西館では、移送された資料に対して次の作業

を実施しました。

　マイクロ化が済んでいる原本は、原則として利

用を想定していないため自動書庫へ収納しまし

た。資料を大きさにより三つに分類し、大きさに

合わせたコンテナに収納しました。特に大きいも

のは、大型用の固定書架に収めました。

　収納に際しては、コンテナごとに収容冊数を数

えながら、資料に貼られた管理用バーコードを機

械に読み取らせました。ほとんどの資料は劣化が

進んでおり、取扱いには細心の注意を払いました。

　2部目がある和図書は、大きさにより五つに分

類し、集密書架に収めました。約 9万冊について、
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に移送する予定です。現在、移送資料の選定、実

施時期や必要な事前準備作業などの検討を行って

います。

　この 2回の移送によって、資料の増加量数年分

の収蔵スペースを東京本館の書庫に確保すること

ができます。しかし、資料の増加予測によれば、

東京本館と関西館の書庫は、そう遠くない将来に

満杯となる見込みです。関西館に書庫を増築する

ことを計画していますが、建設されるまでの間

は、現在の施設を有効に活用することが求められ

ます。

　日々増加する資料を良好な環境で保存し、将来

にわたり利用を保障するために、収蔵スペースを

確保するための努力はこれからも続きます。

　（総務部企画課、資料提供部図書課、

　　　　　　　　　　　　　関西館文献提供課）

　今回東京本館から関西館に移送する資料の総量

は、書架の長さにして約 20km で、東京本館の書

庫全体の約 5％に相当します。平成 21 年度には、

この 3分の 1に当たる約 7km分、約 39 万冊の資

料を関西館に送りました。これは、小さめの図書

館の蔵書数に相当します。

　資料の輸送は計 18 日間にわたり、10 トント

ラック延べ 26 台、折りたたみコンテナ計 1 万

2834 個を使用しました。1日あたりコンテナ約

900 個分、書架の長さに換算すると約 500m 分の

資料が運ばれました。
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必要な文献の詳細を表示し、画面左上の
「所蔵詳細／申込み」ボタンをクリックします。

申込みから

複写したい文献を特定します

事前に登録が必要です

NDL-OPAC（蔵書検索・申込システム）にログインします

ここでは、雑誌に掲載された論文等をタイトルの
キーワードで検索できるデータベース「雑誌記事
索引」を例に手順をご紹介します。
「雑誌記事索引」は、平成22年2月末現在、10,186誌
を対象としており、収録データは約970万件です。

来館しなくても、インターネットで複写を申し込むことができます

遠隔複写サービス

利用者登録を行い、
IDとパスワードを入手する
必要があります。
登録には、
郵送または来館での手続き
が必要です。

登録利用者制度については、
p.19下欄をご覧ください。

登録利用者カード

http://opac.ndl.go.jp/

ID、パスワードを入力し、右側の検索メニューを選択します。

「郵送複写」ボタンを選択し、画面表示に従って
進んでください。使用目的を選び、「複写サービ
スのご利用について」をご確認ください。

申込み画面に移ります



国立国会図書館のしごとを図

やチャートを使って説明しま

す。読者のみなさんからは見え

ない図書館の裏側や、ぜひ知っ

てもらいたいサービスなどを

紹介していきます。

国立国会図書館は、インターネットを通じて文献の複写申込みを受け、複写物をお手元へ届け

るサービス（遠隔複写サービス）を提供しています。申込みの方法と、申込みを受けてから発送

するまでの流れをご紹介します。
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複写したい箇所、発送先、連絡先を
入力してください。

申込みの詳細を入力します

カラー複写のご要望も承ります。拡大・縮小は行っており
ません。文献のサイズに合わせた用紙を使用します。
「雑誌記事索引」以外のデータベースから申し込む場合
には、ご自身で文献のタイトル、複写したいページ数等を
入力する必要があります。

文献の複写物が届きます

文献の情報や発送先を確認し、
「申込確定」ボタンをクリックします。

申込みの内容を確定します

「申込みを受け付けました」と表示されると完了です。
一度に30件（1件＝1論文または1箇所）まで申し込めます。
申込み確定後の内容変更やキャンセルは、
原則としてできませんのでご注意ください。
申込み後の状況は、「到着・発送情報」「申込状況」で
確認することができます。
複写できない場合などもこの画面でお知らせします。

通常の所要時間は
1週間ですが、
申込みの内容によっては
さらに時間がかかることが
あります。

受取りまで
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■ どのくらい申込みがあるの？
　平成20年度は、28万7224件の申込みがありました（郵
送等での申込みを含む）。1日に約千件の申込みに対応し
ています。

■ どのくらい時間がかかるの？
　通常は、申込みを受け付けてからおよそ1週間以内に発送
します。複写の箇所が特定しにくいとき、申込み内容の情
報が不十分なとき、申込みの分量が特に多いときは、さらに
時間がかかります。

■ どこから届くの？
　対象の文献を所蔵している施設から発送します。
　東京本館、関西館、国際子ども図書館に分かれて文献を

所蔵している場合は、発送が別になります。また、同じ文献
を東京本館・関西館で所蔵している場合は、原則として関
西館からの発送となります。

■ 料金と支払方法は？
　料金は、複写料金＋包装料（税込157.5円）＋送料（実
費）です。複写物と一緒に振込用紙を同封します。製品到着
後、金融機関からお支払いください。詳しくは、ホームペー
ジ「複写サービス」の「遠隔複写サービスの複写料金と支払
方法」をご覧ください。
　国立国会図書館ホームページ（http://www.ndl.go.jp/）
　＞複写サービス
　（http://www.ndl.go.jp/jp/service/copy3.html#payment）

申込票をもとに、書庫から文献を取り出します。

受付から

文献を準備します
申込みを受け付けると、
資料を所蔵している施設で
申込票が印刷されます。

広い書庫から、本・雑誌、マイクロ資料など様々な文献を集めてきます。

申込票が印刷されます

申込票には、申込み内容、発送先、文献
の配置場所などの情報が記載されて
います。

申込票は、書庫から効率よく
文献を取り出せるように、
書庫内の文献の配置の順番に
並べ替えておきます。

複写する箇所を特定します。

申込みの内容と文献が一致するか、著作権法で定められた範囲か、文
献の状態は複写に耐えられるかなど1件1件確認していきます。必要に
応じて確認や問い合わせを行います。
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発送まで

■ 複写ができないのはどんなとき？
　国立国会図書館の複写サービスは、著作権法その他の
関係法規に基づいて行っています。著作権が存続する著
作物の場合は、複写を著作物の一部分に限るなどの制限
があります。申込みの内容によっては、ご希望どおりに複
写できない場合があります。著作権については、ホーム
ページ「複写サービス」の「著作権にかかわる注意事項」
をご覧ください（http://www.ndl.go.jp/jp/service/copy/
copyright.html#law1）。
　破損や劣化が著しい資料などは、資料保存の観点から
複写をお断りする場合があります。
　アジア諸言語の図書、雑誌・新聞など、一部の資料は
インターネットから複写を申し込むことができません。お
近くの図書館を通じて、または郵送でお申し込みください。

　なお、他の方が利用中の資料、国立国会図書館で所蔵
していない資料などは申し込むことができません。

■ 利用者登録すると、ほかに便利なことはある？
　来館の際に、入館手続きが簡単になります。また、東
京本館・関西館の間でそれぞれの施設の蔵書を取り寄せ
て閲覧することができます。詳しくは、ホームページ「登
録利用者制度のご案内」をご覧ください。
　国立国会図書館ホームページ（http://www.ndl.go.jp/）
　＞利用案内＞登録利用者制度のご案内
　（http://www.ndl.go.jp/jp/information/guide.html）

 （関西館文献提供課）

複写します 発送します

作業の効率を上げるため、コピー
機のフタは外してあります。ス
イッチは足元にあり、文献を両手
で固定して、足でスイッチを押し
ます。

照合のため、事務室には文献と
複写物の山が並びます。

文献の形態や状態によって、特別なコピー機を使う場合もあります。

発送する前に、申込内容と複写物が合っ
ているか、写りは鮮明かなどチェックし
ます。

会計書類を作成
し、一緒に発送
できるものがあ
るかどうか確認
して、梱包します。

発送します。
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 A sustainable society

「2021 年のスウェーデン」プロジェクト

　スウェーデン環境保護庁の未来研究プロジェク

ト「2021 年のスウェーデン」が実施されたのに

は、いくつかの背景があります。まず、1992 年

のリオ会議 1で採択された「アジェンダ 21」で、

世界各国が持続可能な発展の計画を作ることが求

められました。同時に、スウェーデン国内の動き

として、セクター（部門）ごとの監督責任を明確

にするという考え方が導入されました。これは、

国の機関のすべてが、それぞれのセクターの中で

監督責任をもつことを明確にしたものです。また、

環境保護庁がまとめた報告書によって、当時の環

境保護政策をそのまま進めた場合の将来像と持続

可能な社会の概念との間にはギャップがあること

がわかりました。

　「2021 年のスウェーデン」プロジェクトは 5年

間継続し、1998 年に終了しました。その結果に

基づき、内閣が法案を作り、議会によって承認さ

れ、15（後に 16）の環境目標が制定されました。

次に、調査委員会が設置され、目標を達成するた

めの中期目標が提案され、2001 年に 70 の中期目

標が策定されました。これらの法律の目的は、一

世代内に、スウェーデンに持続可能な社会を実現

することでした。プロジェクトの終了から現在

10 年が経過しました。この間、何がどのように

変わったかということは、後ほどご紹介します。

　このプロジェクトは、環境保護庁が行動に向け

て未来研究を行った初めてのケースで、大きな挑

アニタ・リンネル氏
（スウェーデン国立国民健康研究所　地域社会計画・保健部長）

持続可能な社会の構築　スウェーデンからの

　国立国会図書館では、総合調査「持続可能な社会の構築」の一環

として、スウェーデンからアニタ・リンネル氏を招へいし、平成 21

年 11 月の国際政策セミナーで、スウェーデンの取組みの現状と展望、

さらに日本の政策策定への示唆を中心とした講演を行っていただき

ました。その概要をご紹介します。

　リンネル氏は、高等学校教師、防衛戦略研究所アナリストを経て、

環境保護庁で、持続可能なスウェーデンの未来ビジョンを示す「2021

年のスウェーデン」のプロジェクト・リーダーを務め（1993 ～ 98 年）、

政府の「環境目標委員会」調査員、生産者責任調査リーダーを歴任し

ました。2003 年から国立国民健康研究所で「環境と健康」・「持続可能

な発展」分野を担当し、現在は地域社会計画・保健部長の職にあります。
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戦でした。セクターごとの監督責

任を明確にする考え方を導入した

ことにより、各セクターの代表者

や担当者を参加させる必要があり

ました。関連するセクターは、エ

ネルギー供給と運輸、基礎産業、

製造業、消費者向けの製品、林業、

木材製品、農業、食品、住宅とオ

フィス、上下水道、廃棄物と多岐

にわたりました。また、一国全体

を対象とした大きく複雑な研究で

あり、国際社会にも配慮する必要

がありました。

プロジェクトの進行

　「2021 年のスウェーデン」は、いくつかの段階

を経て進行していきました。まず研究者が、自然

科学の観点から、様々な環境問題を解決するため

の目標を具体的に設定しました。例えば、スウェー

デンが持続可能な社会を実現するためには、オゾ

ン層破壊物質と温暖化ガスの排出を 100 年以内

に 90％削減しなければならず、大気汚染物質に

ついては、一世代内に 70％から 95％削減する必

要がありました。酸性化をなくすために、窒素を

70％、硫黄を 25％、富栄養化の問題を解決する

ために、窒素やリンを 50％減らす必要があると

され、自然環境に存在する有害な化学物質を完全

になくすことが目標とされました。

　次の段階では、各セクターのステークホルダー

（関係者）に、研究者が設定したこれらの環境目

標を提示し、自分のセクターの中で、これらの目

標を達成した社会とはどのようなものになるかを

想像してもらいました。25 年後の、2021 年時点

の未来像を描くわけです。ここでいうステークホ

ルダーとは、持続可能な社会を実現するために変

化を起こす必要がある、すべてのセクターの構成

員です。その結果、各セクターから全く違った未

来像が出てきたので、それらを異なる二つのモデ

ルにまとめました。

メッセージ

1 　1992年、ブラジルのリオデジャネイロで開催された「環境と開
発に関する国連会議」（United Nations Conference on Environment 
and Development：UNCED）。「地球サミット」とも呼ばれる。

政策策定のスケジュール
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　次に、研究者によって、全体的な視点、経済的

な視点、社会的な視点から、二つのモデルが社会

に与える影響評価が行われました。例えば、プロ

ジェクトの目指す未来像が実現した場合、農業に

携わる人が経済的に事業を続けられるかというよ

うなことです。

　評価の結果に基づき、各セクターが二つのモデ

ルを組み合わせたビジョンをまとめ、最後に、研

究者とステークホルダーが共同で、ビジョンを実

現するための対策を打ち出しました。

　ここで強調したいのは、ステークホルダーの積

極的な参加が大切だということです。特に、未来

像を描く最初の段階と、ビジョンを実現する対策

を考える最後の段階での参加が重要です。ステー

クホルダーがこのプロセスに最初から参加してい

ることを知っていれば、政治家は、ステークホル

ダーが政治的な決定を受け入れると予想できるか

らです。

持続可能な社会のビジョン

　作成されたビジョンの事例を紹介しましょう。

まずは都市部のビジョンです。都市部では、特に

専門的で大規模な技術を活用できることが求めら

れます。例えば、スウェーデンの冬は寒いので、

住宅の暖房のため、熱供給をしながら発電する大

型のプラント（コージェネレーション）を設置し

ます。貨物の運搬では、トラックの利用を削減し

て短距離に限定し、長距離には船や鉄道を活用し

ます。交通手段では、車の利用を削減するため、

乗換えが簡単で効率の良い公共交通のためのセン

ターが必要です。交通量を減らすには、都市密度

を高める必要があり、一方で都市の中の緑地や公

園を保護することが必要です。また、都市部では、

建築などのために金属などの有限な資源を多く利

用しますが、それをリサイクルして有効利用する

ことが大切です。下水処理場を効率よく運営すれ

ば、リンを回収して農地に肥料として戻すことが

できるようになります。このように、非常に専門

的で大規模な技術が必要になってきます。

　一方、都市部より人口密度の低い地方では、広

い土地をエネルギー生産のために使うことができ

ます。例えば、太陽熱・太陽電池で発電して温水

を作ったり、風力発電所を設置することが可能で

す。住宅の暖房には小規模のヒートポンプを活用

しています。地方の弱点として、交通の距離が長

いため、交通量を減らす一つの方法として、1週

間に 1日か 2日、IT 技術を使って自宅で仕事が

できるようにしています。また、貨物の運搬を減

らすために、地域で生産されたものを利用してい

ます。スウェーデンではバイオ燃料を地域で生産

しており、食料も地産地消しています。つまり、

地方では小さい規模の技術と多様な手法が必要だ

ということです。

　もう一つ、プロジェクトで指摘されたのは、生
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産と消費のパターンの変化です。

現代社会では、金属、リン、砂利

などの有限な資源を利用し、使い

終わると廃棄物として埋立処分場

などに送っています。「2021 年の

スウェーデン」のビジョンでは、

有限な資源のすべてを廃棄せずに

リサイクルするよう指摘していま

す。リサイクルに必要なエネル

ギーの方が、最初から作る場合よ

りも少ないのです。また木材のよ

うな再生可能な資源を多く使うこ

とで、自然の循環をより拡大できます。

　資源をより効率よく使用するという考え方で

は、現在いくつかの実例があります。大型車から

小型車への切替え、初期の大きなコンピュータか

ら小型コンピュータへの変化のほか、古着屋の利

用、修理する価値のある質の高い商品を選択する

など、商品を長く使うのもその一つです。また、「代

替」という考え方も有効です。車でどこかへ行く

代わりに IT技術を使って遠距離会議をする、タ

ンパク質を肉ではなく豆などの植物から摂取する

などです。エネルギー効率の視点から言えば、肉

のタンパク質は、植物のタンパク質に比べて生産

に 5倍のエネルギーが必要なのです。さらに、家

の屋根で温水を作るなど、多目的の機材を使うと

いう手段もあります。より少ない商品で生活して

いく方法として、カーシェアリングや、時間予約

のフレキシブルな事務所を利用することも考えら

れます。

政策策定の過程

　「2021 年のスウェーデン」では、私が防衛戦略

研究所で使用した、バックキャスティング 2をは

じめとする手法を使いました。これらの手法の長

所は、複雑な分析が可能であること、そしてステー

クホルダーの参加を可能にすることです。

　「2021 年のスウェーデン」プロジェクトに基づ

いて、15 の環境目標が採択（後に 16 番目も追加）

16 の環境目標

2 　あるべき将来像を示し、そこから現在を振り返って、そこにたど
り着くまでに必要となる行動を考え、実施する手法。その反対がフォ
アキャスティング。
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されました。温暖化対策、きれいな大気、酸性化

対策、毒物のない環境、オゾン層の保護、放射線

の安全、富栄養化対策、湖と川、地下水、海洋環

境、湿地、森林、農業の景観、山系環境、良好な

市街地の環境、動植物の生物多様性に関するもの

です。

　これらの環境目標が議会により法律の形で整備

され、議会は超党派の議員による新しい調査委員

会を設置しました。この委員会の目的は、環境目

標を達成するため、数値化が可能な、達成期限を

定めた中期目標を提案することでした。委員会で

は、先述の影響評価に基づき、項目ごとに達成レ

ベルを考慮して中期目標を提案しました。

　委員会では、目標を達成するための戦略も提案

しました。より効率の良いエネルギーの使用、毒

物のない資源を有効に活用するエコサイクルの推

進、土壌と水の資源を管理して持続可能な発展構

造を作るという三つの戦略です。さらに、環境問

題はすべての市民の責任であると結論づけまし

た。

　この調査委員会の報告書をもとに、内閣は新し

い法案を作成し、それを議会が採択して、2001

年に 70 の中期目標が設定されました。すべて数

値化でき、実現可能な内容で、期限は2010年です。

先述の三つの戦略も議会で採択され、その達成状

況を毎年モニタリングし、4年に 1度のフォロー

アップ調査を行うことが決まりました。そしてこ

れらを実現するために、政府は、国の機関、各県

にある政府の業務の受託機関に、一定の責任を与

えました。

　そのほかの重要な出来事としては、1998 年に

スウェーデンの環境に関する法律が一つの環境

法典にまとめられ、2003 年に「持続可能な発展」

の概念がスウェーデンの憲法に盛り込まれまし

た。2002 年には「スウェーデンのための持続可

能な発展戦略」が採択され、2005 年に一度改訂

されています。

まとめ

　現在、プロジェクトの終了から 10 年が経過し

ました。2009 年秋の議会で実施されたヒアリン

グでは、スウェーデンの環境目標は効果的で世界

でもユニークであること、提示された目標はすべ

てステークホルダーの参加による政策的・政治的

なコンセンサスに基づいて策定されているので、

皆が自信をもってこの環境目標に取り組んでいる

ことが確認されました。

　16 の環境目標のうち、現在達成しているもの

は、きれいな大気、オゾン層の保護、酸性化対策、

良好な市街地の環境に関するものです。達成でき

ていない目標として、温暖化対策、毒物のない環

境、海洋環境、動植物の生物多様性などがありま

す。

　「2021 年のスウェーデン」プロジェクトの成功
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のポイントは、ステークホルダー、研究者、そし

て政治家が、共に具体的な未来像を描いたという

ことです。ステークホルダー、つまり利害関係者

が、明確なビジョンをもっていることが大切です。

そして政治家が、数値化が可能な、達成期限を定

めた中期目標を決定しました。ステークホルダー

は、最初の段階からビジョン作りに参加していた

ので、政治家の決定を受け入れることができまし

た。そして、専門家の研究によって、これらの目

標が実現可能なものになったのです。これらの五

つの成功要素（Specifi c：明確な、Measureable：

数値化できる、Accepted：受け入れられた、

Realisable：実現可能な、Time-delimited：期限

のある）の頭文字をとると、「SMART」になり

ます。

　新しい政策作りに取り組むときに大切なこと

は、チームワークです。ステークホルダー、専門

家、政治家が、それぞれの役割を果たしたことが、

スウェーデンがこのプロジェクトに成功した大き

な理由だと思います。

　それぞれの国には違った状況、異なる文化があ

ります。日本でこのような戦略作りをしようとす

ると、どのような困難、どのような可能性がある

のでしょうか。ぜひ日本の皆さんと考えていきた

いと思います。

（Anita Linell

 調査及び立法考査局調査企画課編）

このセミナーの詳細な

報告書は、2 月 25 日

に刊行しました。

国立国会図書館ホーム

ペ ー ジ（http://www.

ndl.go.jp/）＞国会サー

ビス関連情報＞立法調

査資料＞調査資料＞平

成 22 年刊行分にも掲

載しています。

「総合調査」とは？

国立国会図書館では、分野横断的かつ中長期的な

立法上・政策上の重要課題について、調査及び立

法考査局の複数の調査室課の担当者からなるプ

ロジェクトチームを編成し、「総合調査」として、

約1年間、内外の諸事情や制度の調査・分析を行っ

ています。調査の過程で、海外事情の紹介を中心

とする国際政策セミナー、成果を報告する政策セ

ミナーを開催しています。それらの記録や報告書

は、ホームページでご覧いただけます。
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調査、調査、調査？？？

　本誌 pp.20-25 の記事「持続可能な社会の構

築」をご覧いただけましたか？　国政に関する

中長期的・分野横断的な課題を扱う総合調査プ

ロジェクト、その事務局を担っているのが、調

査及び立法考査局調査企画課総合調査係です。

係名の中には 3 回も「調査」が出てきます。いっ

たい何を調べているの？　といわれそうですが、

実態は、プロジェクトの進行管理、調査内容を

発表するイベント等の事務局、関係各所との調

整につぐ調整、刊行物編集、打ち上げ幹事…。

ひとことでいえば「総合調査にかかわるあらゆ

ること」です。

　国際政策セミナーを例に、業務の一端をご紹

介しましょう。セミナーは、国会議員が東京に

集まっている国会会期中、例年秋に開催します。

春先から、招へいする海外の専門家の候補を検

討し、候補が決まると、メールで連絡をとりな

がら、日程、講演テーマ等について詳細を詰め

ていきます。講師からは、内容に関する専門的

な事項はもちろん、様々な要望を承ります。食

べ物の好き嫌いがある、セミナー後に私費で滞

在・観光をしたい、配偶者を同行させたい、皇

居の周りをジョギングしたい、海が見たい、な

ど。せっかくの来日、講師にできるだけ快適に

過ごしていただきたいので、なるべくご要望に

沿うよう手配します。そしてセミナー期間中は、

参加者への対応、会場の設営と撤収の繰り返し、

講師の送迎その他、分刻みのスケジュールです。

終了後に記録集を刊行し、帰国した講師とクリ

スマスカードのやりとりをすると、やっと年末

だと実感します。

　年が明けると、セミナーで得られた知見を含

め、プロジェクトの成果をまとめた総合調査報

告書の刊行と、その内容を紹介する国会向け政

策セミナーが待っています。並行して、新しい

総合調査の発足のために奔走します。

　国際政策セミナーの記録や総合調査報告書

は、ホームページ「国会サービス関連情報」に

掲載しています。ぜひご活用ください。

　（調査及び立法考査局調査企画課　黒
く ろ ご

衣）

スウェーデンからのクリスマスカードと、国旗を配したピンバッジ
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 ISSUE  BRIEF

刊行の趣旨と歴史

　『ISSUE BRIEF』は、国政上の課題につい

て、その背景・経緯・問題点等を簡潔にとりまと

め、迅速に国会議員や関係者に提供することを

目的としています。米国議会図書館（Library of 

Congress）の議会調査局（Congressional Research 

Service：CRS）の刊行物から着想して生まれたも

ので、昭和 61（1986）年 9月に『国鉄改革・管理

委「意見」と今後の課題』というタイトルで創刊

しました。以降、毎年平均 25冊を刊行し、3月 2

日現在 671号を数えるまでとなっています。

　平成 15 年以降は、国立国会図書館ホーム

ページに電子版を掲載し、国会関係者だけでな

く、広く活用していただけるようになりました。

『ISSUE BRIEF』には、年間 35 万件を超えるア

クセスがあります。 

国政の課題をコンパクトに解説

『調査と情報 ― ISSUE BRIEF ― 』

　国立国会図書館は、国会議員の立法活動を補佐するため、調査員が幅広い分野についての調査や外国法

令の翻訳を行い、成果を刊行物としてまとめています。その中から『調査と情報 ― ISSUE BRIEF ― 』（以

下、『ISSUE BRIEF』）についてご紹介します。
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特徴

　多忙な国会議員の方々に、短時間で要点を理解

していただけるよう、10 ページ程度のレポート

にまとめています。

　国会審議に合わせて的確な情報を迅速に提供す

るため、国会開会中に刊行しています。オレンジ

色の表紙が付いた『ISSUE BRIEF』は、国会議

員や秘書の皆様にも覚えていただいているのか、

「オレンジ（柿色）のレポートで○○のテーマの

ものが欲しい」といった依頼を受けることもあり

ます。

執筆から刊行まで

（1）テーマ選定・調査・執筆

　調査及び立法考査局の各調査員は、自分の担当

分野について、国会や政府の動向に常に注意を払

い、適切でタイムリーなテーマを選びます。執筆

にあたっては、国立国会図書館で所蔵している文

献や、各種データベース等から集めたあらゆる情

報を駆使します。正確・簡潔にまとめることが最

も苦心するところで、かつ腕の見せどころです。

（2）査読

　調査員が執筆した原稿は、所属する分野ごとの

調査室・課で専門的な見地からの校閲を受けます。

その後、刊行物の内容の審査を担当する総合調査

室では、内容が客観的で中立性が守られているか、

全体の構成、論旨などが明確か、といった観点か

ら査読を行います。特に、国会からの要請に応え

る内容のものとなっているかという点に最も気を

配ります。

（3）完成

　各議員事務所と関係者に配付します。また、刊

行と同時に、国会向けホームページ「調査の窓」

と国立国会図書館ホームページに電子版を掲載し

ます。

　今後も、「立法府のブレーン」として、客観的

かつ正確な情報を提供するよう努めていきます。

どうぞご活用ください。

（調査及び立法考査局調査企画課）

新刊・近刊情報

　最近はこのようなタイトルで刊行しました。

　　666号　教育費の負担軽減

　　　　　　　    ― 高校の無償化をめぐる議論 ―

　　667号　保育制度の現状と課題

　　668号　平成 22年度税制改正案の概要　総論編

　　669号　平成 22年度税制改正案の概要　各論編

　　670号　平成 22年度予算案の概要

　　671号　国家公務員制度改革の経緯と動向

　今後は次のテーマを予定しています。

　　○諸外国の政党国庫補助

　　○企業年金の減額問題

　　○日本の当面する外交防衛分野の諸課題

　　○郵政民営化見直しの論点
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国立国会図書館が行った国政課題に関する調査・研究の成果は、

ホームページ （http//www.ndl.go.jp/）の左上にある

「国会サービス関連情報」でご覧いただけます。

『ISSSUE BRIEF』は、立法調査資料＞調査と情報

（http://www.ndl.go.jp/jp/data/publication/issue_index.html）

に、刊行年ごとに掲載しています。

『ISSUE BRIEF』を利用するには

OPAC（国立国会図書館蔵書検索・申込システ

ム）から複写を申し込み、郵送で受け取ること

が可能です（本誌 pp.16-19 参照）。285号（平成

8年 5月刊行）以降の各号のタイトルは、NDL-

OPACの「雑誌記事索引」に収録されています。

　『ISSUE BRIEF』の 409 号（平成 15 年 1月

刊行）から最新刊までは、電子版を国立国会図

書館ホームページでご覧いただけます。

　それ以前のものは、国立国会図書館の蔵書

をご利用ください。ホームページ上の NDL-
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　ビジネス情報に関する資料は数多く刊行されてお

り、どの資料を見ればよいのか見当もつかないとい

うことがあります。このようなときのために、国立

国会図書館はホームページで「産業情報ガイド」を

提供しています。

　「産業情報ガイド」（図 1）では、環境ビジネスや

エネルギー産業、バイオテクノロジー産業といった

各種産業ごとに、市場規模や業界動向、企業の概要

などを知るための主要な統計や企業リスト、調査・

レポート類、業界雑誌、インターネット情報源等を

ご紹介しています。

　各産業についての市場規模、企業ごとのシェア、

今後の動向について調べるには、政府や関連機関、

市場調査機関等の調査資料が有効です。

　各種産業界の概要・全体像を記載したおもな資料

には、次のようなものがあります。

ビジネス情報の調べ方
図書館で学ぶ　第7回

07

　国立国会図書館は、納本制度に基づいて、統計資料、

会社録、産業動向のレポートなどを所蔵しています。

これらのビジネス情報に関する資料は、連日多くの利

用があります。今回は、これらの資料や電子ジャーナ

ルを使って業界動向や企業情報を調べる方法をご紹介

します。

調べものに役立つ情報や資料の活用法など、
国立国会図書館ならではの知識を紹介します。

業界動向の調べ方

図1　産業情報ガイド
（http://rnavi.ndl.go.jp/business/post.php）
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●『第 11 次業種別審査事典』（金融財政事情研究

会　2008 年）＜請求記号　D2-J2 ～ J10 ＞

　1,290 の業種について、特色、業界動向、関連法規、

業界団体、図表などを使った統計が掲載されていま

す。各産業の関連団体などがわかりやすい資料です。

●『TDB 業界動向』（『TDB　report』帝国データ

バンク　隔月刊）＜請求記号　Z4-B1 ＞

　例年 2 月号と 8 月号で、各業界の概要と特色、

最近の話題、キーワード、最近 1年の出来事、今後

の見通しなどが解説されています。最近半年間のお

もな企業合併に関する情報も掲載されています。

●官庁の統計、報告書

　国、地方公共団体、独立行政法人などが編集・刊

行する統計、報告書、レポートも役立ちます。

　たとえば、『医療機器産業実態調査報告書』（厚生

労働省医政局）＜請求記号　Z3-B48 ＞では、医療

機器産業の資本金規模別企業数や製品別売上高など

を調べることができます。

●市場調査機関等の調査レポート

　富士経済、富士キメラ総研、シードプランニング

などの市場調査機関等が刊行する調査レポートで

は、業界の市場規模、製品開発動向、今後の見通し

などの詳しい情報が得られます。なお、国立国会図

書館がこれらの資料すべてを所蔵しているわけでは

ありません。

　これらの情報の一部は、インターネットでも入手

できます。

　取引や就職などの目的で、企業についての情報を

調べるには、次のような資料があります。それぞれ

の編集方針により内容が異なり、国内すべての企業

の情報を網羅したものは今のところありません。

●『東商信用録』（東京商工リサーチ　年刊）＜請

求記号は刊行年により異なります＞

　東京商工リサーチが所有する企業調査データの中

から、国内の有力とされる企業（原則としてすべて

の上場企業と年間売上高 1億円以上の企業）の情

報を収録しています。都道府県別に、各企業の企業

コード、所在地、連絡先、設立年月、営業種目、資

本金、従業員数、代表者名、役員名、最近 3年分の

業績、東京商工リサーチによる格付などを掲載して

います。

●『帝国データバンク会社年鑑』（帝国データバン

ク 年刊）＜請求記号は刊行年により異なります＞

　帝国データバンクが所有する企業調査データの中

から、国内の金融機関、有力・優良とされる企業約

14 万社（未上場企業含む）の情報を収録しています。

東日本編（東京、北海道、東北、関東、甲信越）と

西日本編（大阪、北陸、東海、近畿、中国、四国、

九州）から構成され、都道府県別・五十音順に各企

業の本店・事業所所在地、連絡先、事業内容、設立年、

資本金、役員情報、株主数、大株主とその持ち株数、

従業員数、最近 3年分の決算情報などを掲載してい

ます。別冊として、全国・業種別の索引があります。

　目的とする企業が上場している場合は、次のよう

な資料がお勧めです。

企業情報の調べ方
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● EDINET

　金融庁が提供しているシステムで、上場企業が提

出した有価証券報告書の過去 5年分を閲覧すること

ができます。インターネット上で公開されており、自

由に利用できます。企業の概況、事業の状況、設備

の状況、経理の状況などが掲載されています（図2）。

●『会社四季報』（東洋経済新報社　季刊）

　＜請求記号　Z4-432 ＞

　国内の上場企業約 4,000 社の情報を収録した雑誌

です。各企業について、事業内容、業績、配当、財

務、資本異動・株価・格付、株価チャート、株価指

標などを掲載しています。年に4回刊行されるため、

最新のデータが得られます。

　未上場会社版＜請求記号　Z4-B62 ＞は、国内の

未上場企業の中から、有力・成長企業とされる約

7,300 社の情報を収録しています。東洋経済新報社

の取材により、各社の設立年、決算期、資本金、従

業員数、特色・近況、事業・連結事業、代表者、役

員、上場予定、財務、業績などを掲載しています。

　CD-ROM版（図 3）、DVD-ROM版も刊行されて

おり、国立国会図書館では東京本館・関西館でご利

用になれます（利用可能な号は施設により異なりま

す）。公共図書館等で利用できる場合もありますの

で、お近くの図書館等にお問い合わせください。

　ビジネス関連の調査で最も利用しやすいものとし

て、EBSCO社が提供する英文の外国雑誌論文・記

事の全文・抄録データベース「EBSCOhost」（図 4）

の「Business Source Premier」があります。

●Business Source Premier

　ビジネス情報データベースの中でも利用の多いも

ので、世界各国の市場動向や企業情報を調べるのに

適しています。キーワードで検索することにより、

どのような資料が電子ジャーナルとして発行されて

いるかがわかります。ビジネス情報誌のほか、特

に主要な産業については、Datamonitor 社の調査レ

ポート“Industry Profi le”を見ることができます。

“Industry Profi le”に掲載されている事項は、市場

規模の推移、主要企業のシェア状況、主要企業の動

向、今後の市場予測などです。

図 2　EDINET（http://info.edinet-fsa.go.jp/）

電子ジャーナルを使って調べる

図3　『会社四季報』2010　新春（CD-ROM版）
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　また、企業名から検索して企業情報を得ることが

できます。「Business Source Premier」の“Company 

Profi les”（図 5）は、前述の Datamonitor 社が提供

している、世界各国の主要企業についての調査資

料です。掲載されている内容は、企業の概要、沿

革、役員、製品・サービスなどです。競合他社、

SWOT分析、事業展望などを掲載している企業も

あります。

　「EBSCOhost」は、国立国会図書館では東京本館・

関西館でご利用になれます。公共図書館等で利用で

きる場合もありますので、お近くの図書館等にお問

い合わせください。

図 4　「EBSCOhost」　データベース選択画面

図 5　「Business Source Premier」から“Company Profi les”
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　医療機器産業について調べてみましょう。

　資本金規模別の企業数や製品別の売上高について

は、『医療機器産業実態調査報告書』（厚生労働省医

政局　年刊）＜請求記号　Z3-B48 ＞で調べること

ができます。市場の概況については、「市場調査機

関等の調査レポート」（p.31 参照）で紹介した資料

のほか、医療関係を主に扱うアールアンドディ社の

資料もあります。

　具体的な企業名については、「産業情報ガイド」

の「医療機器産業に関する主要企業名鑑類・企業リ

スト」というページをご覧ください（図 6）。『医療

機器会社名簿　2003-2004』（東洋メディカル社　

隔年刊）＜請求記号は刊行年により異なります＞、

『医療機器・用品年鑑』（アールアンドディ　年刊）

＜請求記号　Z41-B293 ＞の『No.2　メーカー・商

社編』、『No.3　卸・小売編』など、医療機器関係の

企業を詳しく調べられる資料をご紹介しています。

冊子体の資料が主ですが、インターネット上の主要

な業界団体等の会員名鑑も列挙しています。

　 世 界 の 状 況 に つ い て は、“Business Source 

Premier”を“healthcare”や“medical equipment”

といったキーワードで検索してみましょう（図 7）。

“Company Profi les”では関連企業名を、“Industry 

Profi le”では国・地域別の動向を調べることがで

きます。たとえば“Industry Profi le”に収録され

た“Health Care Equipment & Supplies in Asia-

Pacifi c”（2009 年 5 月）では、アジア・太平洋地域

の医療機器市場の規模、成長率、動向予測のほか、

主要企業のデータも掲載されています。

　今回ご紹介した資料は一例で、調査目的によって

は他の資料が適している場合もありますので、ご注

意ください。

（主題情報部科学技術・経済課）

次回は、小学校就学前後の子どもたちのための読み物

「幼年童話」についてご紹介します。

医療機器産業の動向、関連企業を知りたい

図7　“Industry Profi le”検索結果の表示画面

図 6　医療機器産業に関する主要企業名鑑類・企業リスト
（http://rnavi.ndl.go.jp/research_guide/entry/theme-honbun-102173.
php）



      

本の万華鏡ができるまで
本の万華鏡とは、時事的なテーマ、身近で楽しいテーマなどを、当館の蔵書を使ってご紹介するミニ
電子展示です。このコーナーでは、展示作成のエピソードや本の探し方のコツなどをご紹介します。

htt p://rnavi.ndl.go.jp/kaleido/

第 3 回　いい男点描―それぞれの時代の文学・芸能から―
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　昨今では、「イケメン」という単語が世間に浸透し、

テレビや雑誌で容姿端麗でおしゃれな男性が活躍す

るのみならず、一般の男性でも美容や身なりに気を

使うことは当たり前になってきました。今までこん

なに男性の容貌が取り沙汰された時代があったのだ

ろうか、と疑問を抱いたことからこの企画がスター

トし、各時代の「いい男」と評された男性何人かを

取り上げ、関連資料を紹介することとしました。

　しかし、本当に彼らが当時「いい男」と評されて

いたかどうかを確認するのはなかなか大変です。例

えば、陸奥宗光（第 3章「近現代」）。明治 43（1910）

年に『毎日電報』主催の「美男子コンテスト」が行

われました。募集要項には、ある外交家の言葉とし

て「外交家の最初にして又最終の條件は顔面の優秀

にある。」とまで書かれています。そこで、キレ者

外交家と評される陸奥宗光を紹介しようと思い立っ

たものの、容貌にまで言及した説得力に富む同時代

の資料がなかなか見つけられませんでした。司馬遼

太郎の『竜馬がゆく』で、異人顔だが海援隊では一

番端正な顔立ちとの趣旨の記述があることや、中

野翠の『風貌がいい男 80 人』（『文芸春秋』80（2）

2002.2　pp.218-226）に取り上げられていることは

わかりましたが、後世の言説であり、当時「いい男」

として認められていた根拠にはなりません。

　諦めて、美男子コンテストの 1等、2等の人物を

取り上げようと『毎日電報』の美男子コンテスト関

連記事を読みかえしていると、「陸奥さん（故伯）

は私が見た日本男子の中の一番美しい方」というフ

レーズがふと目にとまりました。「西洋婦人の見た

日本の美男子」という記事の一節です。直感的に、

陸奥宗光ではないかと感じたのですが、フルネーム

ではないので、裏付け調査をする必要がありました。

　人物辞典や明治 40 年頃の華族名鑑をひもと

き、当時の陸奥という名字の伯爵は陸奥広吉

（1869-1942 宗光の長男）であること、陸奥広吉は

美男子コンテスト当時存命であったことから、「故

伯」と呼ばれる「陸奥さん」は 1897 年に亡くなっ

ている陸奥宗光であろうということを確認しまし

た。このような調査を経て、やっと陸奥宗光を取り

上げることができました。

　展示会の解説を執筆する際は、できるだけ別の資

料によって裏付け調査をしています。大変な作業で

すが、時に思わぬところから資料が出てくるのは、

調査の醍醐味でもあります。

（展示委員会「本の万華鏡」担当）

陸奥宗光肖像　ホームページ「近代日本人の肖像」
から（http://www.ndl.go.jp/portrait/）



国立国会図書館は、法律によって定められた納本制度により、

日本国内の出版物を広く収集しています。

このコーナーでは、主として取次店を通さない

国内出版物を取り上げて、ご紹介します。
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　本書は、2008 年から 2009 年にかけて江戸東京

博物館にて開催された、特別展「珠
た ま

玉の輿～江戸と

乗り物～」の図録である。

　庶民が道を急ぐため、あるいは楽に移動するため

に乗った駕籠は、文字どおりのカゴに竹の柱を取り

付けたもので、天井部分よりも床部分の面積が狭く

なっていた。本書によると、この形は駕籠舁
か

きが走

る際に足が当たらないための工夫であるという。な

るほど、合理的だ。竹材が使われているのも、簡素

であると同時に軽量であったのだろう。

　一方、大名など身分の高い人物が使用した駕籠は、

天井と床が同じ広さ、または裾の広がった家型をし

ている。「乗物」と呼ばれたこれらの駕籠は、塗り

の戸や御簾、白木の担い棒などを備え、悠々と進む

にふさわしい風格がある。その装飾は身分格式に

よって細かく規定されていた。男性用の乗物の外観

はシンプルで、機能的な美しさの中に力強さを感じ

るものとなっている。

　圧巻は、高位の夫人達の「女乗物」と呼ばれる

駕籠だ。こちらも身分によって明確に装飾は異な

り、『守
もりさだ

貞謾
まんこう

稿』（江戸後期の詳細な図解付き風俗誌）

によると、低いほうから「蓙
ござうち

内」「青
せいしつ

漆」「網
あ じ ろ

代」

「天
びろう ど ま き

鵞絨巻」「総黒漆金蒔絵」と華麗さを増していく。

大名夫人らが所有した黒漆に蒔絵のタイプともなる

と、内装もきらびやかで、御殿の襖絵のような極彩

色の花鳥画

が描かれて

いる。さら

に、例外的

な超最高級

の女乗物と

して、総梨

子地に葵紋と金蒔絵を施したものがあった。梨子地

とは、漆の層の中に金粉を塗り込めて渋い金色に輝

かせる技法で、駕籠全体を覆うとなるとおびただし

い量の金粉が必要になる。梨子地の女乗物は、将軍

家または御三家ゆかりの女性のためのもので、婚礼

に用いられた別格品であると考えられている。これ

らの壮麗な女乗物は、総重量 100kg にも及び、前

後各三人で担いた。二人だけで担ぐ通常の駕籠との

差は歴然だ。女乗物は、移動のための機能性よりも、

各大名家が威信をかけてあつらえた装飾性が最優先

されたのである。

　駕籠は江戸時代を代表する交通手段であり、庶民

から雲の上の姫君まで、乗る人の身分によってさま

ざまな様式のものがあった。江戸の街をゆく人に

とっては、分相応の駕籠を利用することも格式の高

い乗物の内に貴人の存在を感じることも、日常的で

あったろう。しかし現代の我々は、多様な駕籠を一

時に眺め、それぞれの特徴を比較できる折はほとん

どないのではないか。本展は、駕籠という観点から

江戸時代の社会の様子を垣
かいま

間見られる貴重な機会で

あったと思われる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　（舘
たての

野　絵
え み

美）

東京都江戸東京博物館編・刊
〒 130-0015　墨田区横網 1-4-1
2008.12　169 頁　21 × 30cm　　　＜請求記号　GD15-J6 ＞

珠
た ま

玉の輿
江戸と乗物　特別展
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　「バリアフリー」という言葉が一般化して久しい

が、「バリアフリー」化が進んでいない分野はまだ

意外と多い。映画もその一つである。といっても、

映画館という建物の話ではない。今や、多くの映画

館が車椅子でも鑑賞できるようになっている。しか

し、空間がバリアフリー化したところで、作品その

ものが万人にひらかれていなければ、バリアフリー

とはいえないだろう。視覚・聴覚障害者にとって、

適切な副音声や字幕がなければ、他の鑑賞者と同じ

ように映画を楽しむことは難しい。本書は、「誰も

が一緒に楽しめる映画」の製作をめざし、「バリア

フリー映画」作りに携わった人々の約 1年間に及ぶ

活動を記録している。

　「バリアフリー映画」とは、従来のような、客観

的で簡潔な副音声や字幕ではなく、より映画の内容

や表現に踏み込んだ説明をつけた映画である。こ

のバリアフリー映画プロジェクトは、NPO 法人

「全国地域生活支援ネットワーク」が中心となって

2008 年 8 月に発足し、福祉関係者のほかに、映画

プロデューサーや監督、映画活動弁士、東京大学先

端技術研究所の研究者等、様々な専門家たちが参加

して進められた。

　このプロジェクトにより、「ぐるりのこと。」「THE 

CODE／暗号」等の5

作品に、試行錯誤の末

につくられた副音声や

字幕がつけられ、2009

年 2月に「バリアフリー

映画祭」として上映さ

れた。本書は、これに

かかわった人々による

文章や、座談会の記録、

映画祭の様子や各作品

の紹介、副音声台本の一部等で構成され、製作に携わっ

た人々の生の声を通して、バリアフリー映画が公開に至

るまでの模索を知ることができる。また、「音がなくて

も映像からリズムを感じ取ることができる」、「戦闘シー

ンは効果音ばかりで理解できない」等、視覚・聴覚障

害者が従来の映画表現をどうとらえているのかという点

についての興味深い記述も多く、バリアフリー映画と従

来の映画との差異を浮かび上がらせることで、バリア

フリー映画の可能性を感じさせる内容となっている。

　しかし同時に、映画のバリアフリー化にはまだま

だ課題も数多く残っていることを本書は指摘してい

る。障害をもつ鑑賞者にとって適切な音声解説や字

幕説明を評価する手法や、コンテンツの提供方法に

関する問題である。

　たしかに、万人が楽しめる娯楽というのは、実現

困難なものである。しかし、以上のような課題を浮

き彫りにしたことで、映画を通じてバリアフリーに

ついて考え直すきっかけを与え、また同時にバリア

フリーという視座から映画表現に対し新たな光を当

てたという点に、本書が提示するテーマの重要性が

あるといえる。 （山
やまぐち

口　紀
のり こ

子）

「映画活弁士の活弁手法を活かした視覚・聴覚障害者のための
副音声の開発ならびに製作事業 ( バリアフリー映画製作事業 )
研究会」－平成 20 年度障害者保健福祉推進事業 ( 障害者自立
支援調査研究プロジェクト ) －編　全国地域生活支援ネット
ワーク刊
〒 891-1201　鹿児島市岡之原町 1005
2009.3　77 頁　26cm ＜請求記号　KD641-J44 ＞

バリアフリー映画を
スタンダードにするために
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第 6回資料保存懇話会 　1月 22日、第 6回資料保存懇話会を開催した。この懇話会は、図書館、文書館、

博物館、美術館等の保存専門家等が各分野における資料保存について情報や経験

を共有することを目的とする。今回は、「資料の防災」をテーマとして、招へい

者および国立国会図書館職員 11名が出席した。

　神庭信幸氏（東京国立博物館学芸研究部保存修復課長）が、同博物館の「危機

管理マニュアル」の概要を紹介し、また、阪神・淡路大震災、新潟県中越地震を

経て、伝統的木製保存箱への収納、免震装置と転倒防止対策との組み合わせの効

果が認められていることなどを報告した。また、小原由美子氏（国立公文書館公

文書専門官）が、「2009 年 ICA 東アジア地域支部セミナー」の報告として、東

アジアの公文書館における防災に対する取組み、災害時の役割・対応等について

報告した。当館からは、「国立国会図書館資料防災指針」の策定について報告し、

この指針を中心に、予防管理重視の観点、詳細なマニュアルの整備・維持の困難

さと効果についての事例紹介、活発な意見交換が行われた。

【告示第 1号】 国立国会図書館法第二十五条の三第三項のインターネット資料等

に関する件

（平成 22年 1月 22日制定）

　国立国会図書館法の一部を改正する法律（平成 21年法律第 73号）による改

正後の国立国会図書館法（昭和 23年法律第 5号）第 25条の 3第 3項のインター

ネット資料（国、地方公共団体、独立行政法人等（以下、国等）のインターネッ

ト資料のうち、公用に供する目的を達成するため特に必要があるものとして、国

等に対し当館に提供するよう求めることができるもの）および国立国会図書館法

によるインターネット資料の記録に関する規程（平成 21年国立国会図書館規程

第 5号）第 2条の基準（当館が国等のインターネット資料の記録を行うにあたり、

国等が、インターネット資料を公衆に利用可能としている電子計算機において、

当該記録を行うために必要な情報を加え、または当該記録を妨げる情報を削る基

準）を定めた。平成 22年 4月 1日から施行される。

法規の制定
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【告示第 2号】複写料金に関する件の一部を改正する件

（平成 22年 1月 22日制定）

　国立国会図書館資料利用規則（平成 16年国立国会図書館規則第 5号）および

国立国会図書館国際子ども図書館資料利用規則（平成 12年国立国会図書館規則

第 4号）の改正により、マイクロフィルムからの引伸印画が廃止されること等

に伴い、複写料金を定める表について、所要の整備を行った。平成 22年 4月 1

日から施行される。

　国立国会図書館法第二十五条の三第三項のインターネット資料等に関する件お

よび改正後の複写料金に関する件（昭和 61年国立国会図書館告示第 1号）は、

これらの法規の施行後、国立国会図書館ホームページ＞国立国会図書館について

＞関係法規（http://www.ndl.go.jp/jp/aboutus/laws.html）に掲載される。なお、

これらの法規は、平成 22年 1月 22日付けの官報に掲載されている。

補足
本誌 587（2010 年 2 月）号 pp.2-3「今月の一冊」で紹介した
"Winnie-the-Pooh" は、国際子ども図書館で初版を所蔵して
います。＜請求記号　Y8-A159 ＞

法規の制定
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　平成 22年度の職員採用試験を次のとおり実施します。

○職務内容　Ⅰ・Ⅱ種：調査業務・司書業務・一般事務等の館務

　　　　　　Ⅲ種：司書業務・一般事務等の館務

○勤務地　　東京都（東京本館・国際子ども図書館）・京都府（関西館）

 　　　　　  （転勤があります）

○試験の概要（詳細は試験案内またはホームページで必ずご確認ください）

○受験申込書および試験案内の入手方法

　国立国会図書館東京本館および国立国会図書館関西館で配布します。

　郵送での請求は東京本館でのみ受け付けます。封筒の表に受験する試験の種類

を朱書し（例：「Ⅰ種・Ⅱ種請求」）、返信用封筒（角型 2号）を同封してくだ

さい。返信用封筒にはあて先を明記し、切手（140円）を貼ってください（Ⅰ

種とⅡ種は共通の書式です）。

○資料請求先・お問い合わせ

　国立国会図書館　総務部人事課任用係

　〒100-8924　東京都千代田区永田町1-10-1　　電話　03（3506）3315（直通）

　URL　http://www.ndl.go.jp/jp/employ/index.html

　国立国会図書館ホームページ（http://www.ndl.go.jp/）＞採用情報

平成 22年度

国立国会図書館

職員採用試験

■

種類
大学卒業程度 高校卒業程度

Ⅰ種 Ⅱ種 Ⅲ種

受験

資格の

概要※

昭和 56 年 4 月 2
日～平成元年 4月
1 日生まれ（平成
元年4月 2日以降
生まれでも、大学
卒業または卒業見
込みであれば可）

昭和 56 年 4 月 2
日～平成元年 4月
1 日生まれ（平成
元年4月 2日以降
生まれでも、大学・
短大・高専卒業ま
たは卒業見込みで
あれば可）

昭和 62年 4月 2日～平成 5
年4月1日生まれ（高校卒業・
卒業見込み以上、ただし大
学卒業・卒業見込みは不可）

受付

期間
平成 22年 4月 5日（月）～
4月 22日（木）（消印有効）

平成22年8月23日（月）～
9月 3日（金）（消印有効）

1次

試験
平成 22年 5月 22日（土） 平成 22年 9月 25日（土）

会場
1次試験は東京および京都で行います。
2次試験以降は東京のみです。

東京のみで行います。

※日本の国籍をお持ちでない方、国会職員法第 2条の規定により国会職員となることが
できない方は受験できません。
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　国際子ども図書館は、開館 10周年を迎えるにあたり、5月 5日に子どものた

めの落語会を開催します。出演は、テレビの子ども番組や小中学校での落語公演

などでも活躍しておられる若手落語家、古今亭菊之丞師匠です。国民読書年のこ

どもの日に、子どもと本のふれあいの場である国際子ども図書館で、日本の伝統

芸能「落語」を通じて、「ことば」のおもしろさを体感していただければ幸いです。

○日　　時　5月 5日（水）　14:00 ～ 15:00

○会　　場　国際子ども図書館　1階子どものへやカウンター

○出　　演　古今亭菊之丞師匠

○対　　象　小学校 1年生以上

　　　　　　＊ 小学校 2年生以下は、1名につき保護者 1名の同伴が必要です。

3年生以上も保護者の同伴は可能です。なお、勝手ながら保護者

の参加は 1名までとさせていただきます。

○定　　員　100名（事前申込制・先着順）

　　　　　　次のいずれかの方法でお申し込みください。

　　　　　　　　〔来館申込み〕国際子ども図書館　1階子どものへやカウンター

　　　　　　　　〔往復はがき〕〒 110-0007 台東区上野公園 12-49

 国際子ども図書館「5月 5日落語会申込み」係

　　　　　　　　〔電子メール〕rakugo55@kodomo.go.jp

　　　　　　　タイトル・件名欄に「5月 5日落語会申込み」とお書きください。

　　　　　　　※ 往復はがきまたは電子メールの場合は、参加者氏名（ふりがな）、

学年、住所、電話番号、保護者氏名をご記入ください。

往復はがきは、4月 23日（金）必着です。

○お問い合わせ先　

　　　　　　国立国会図書館国際子ども図書館　児童サービス課

　　　　　　電話　03（3827）2053（代表）

国際子ども図書館で

「子どものための落語会」を

開催します

■

古今亭菊之丞師匠
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　図書館情報学実習を履修する学生を対象に、実習生を募集します。

○応募資格

・大学等（短大・大学院を含む）に在籍する学生のうち、司書資格取得にあたり

図書館情報学実習を履修する方、または図書館情報学を専攻し図書館情報学実

習を履修する方。

・大学等（短大・大学院を含む）の長から推薦を受けた方。

・実習日までに教育実習等賠償責任保険に加入できる方。

○応募方法

大学等の図書館情報学課程・司書課程等担当教員がとりまとめ、学校単位でお

申し込みください。実習希望者本人からの申込みは受け付けておりません。

○募集期間

　3月 1日（月）～ 4月 22日（木）

○実習期間

　東京本館　8月16日（月）～8月27日（金）の土曜日、日曜日を除く10日間

　関西館　9月 2日（木）～ 9月 9日（木）の土曜日、日曜日を除く 6日間

　国際子ども図書館　8月 31日（火）～ 9月 9日（木）の日曜日を除く 9日間

○お問い合わせ・お申し込み先

　東京本館、関西館で行う実習

　国立国会図書館関西館　図書館協力課研修交流係

　〒 619-0287　京都府相楽郡精華町精華台 8-1-3　電話　0774（98）1444

　国際子ども図書館で行う実習

　国立国会図書館国際子ども図書館　企画協力課協力係

　〒110-0007　東京都台東区上野公園12-49　電話　03（3827）2053（代表）

※詳細は、必ず国立国会図書館ホームページでご確認ください。

国立国会図書館ホームページ（http://www.ndl.go.jp/）

＞ニュース（2010 年 2月 25日）

（http://www.ndl.go.jp/news/index.html）

平成 22年度

図書館情報学実習生を

募集します

■
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　関西館で所蔵するタガログ語の図書 156 タイトル（180 冊）の書誌データを

アジア言語OPACに収録しました。

　現在、アジア言語OPACでは、すでに提供中の中国語、朝鮮語、モンゴル語、

インドネシア語、マレーシア語、ベトナム語、タイ語、ヒンディー語、サンスク

リット語、ウルドゥー語、ペルシア語、アラビア語、トルコ語（オスマン・トル

コ語を含む）とあわせ 14言語の書誌データを提供しています。

※ 請求記号欄に「Y725*」と入力して検索すると、タガログ語の図書が一覧でき

ます。

※ 中国語、朝鮮語以外のアジア言語の逐次刊行物は、ローマ字翻字により

NDL-OPAC（国立国会図書館蔵書検索・申込システム）で検索してください。

○URL　http://asiaopac.ndl.go.jp/

　東京本館の音楽・映像資料室は、閲覧システムの改修工事に伴い、5月 6日（木）、

7日（金）に休室します。

　休室期間中、音楽・映像資料室において提供している資料（レコード、CD、

LD、DVD、VHSビデオ、レコード販売目録等）の利用を休止します。利用者の

皆様にはご不便をおかけしますが、ご理解とご協力をお願いいたします。

音楽・映像資料室の

休室

■

アジア言語OPACで

タガログ語図書が

検索できるように

なりました

■

アジア言語OPAC　タガログ語図書の検索結果表示画面
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　２月から『国立国会図書館　図書館協力ハンドブック』をホームページでご覧

いただけるようになりました。『図書館協力ハンドブック』は、各図書館の実務

担当者が、国立国会図書館の複写、貸出し、レファレンスなどのサービスを利用

する際に必要な手続きをまとめた事務用資料です。これまでは３年ごとに冊子体

を刊行してきましたが、今回からは電子版のみとなります。

　ハンドブックに掲載されている各種申込書式へアクセスするには、当館からお

知らせした IDとパスワードが必要ですのでご注意ください。

○URL　http://www.ndl.go.jp/jp/library/handbook/index.html

　国立国会図書館ホームページ（http://www.ndl.go.jp/）＞図書館員の方へ＞

　国立国会図書館　図書館協力ハンドブック

○お問い合わせ先

　国立国会図書館関西館　図書館協力課研修交流係

　〒 619-0287　京都府相楽郡精華町精華台 8-1-3　　電話　0774（98）1446

レファレンス　709号　A4　146 頁　月刊　1,050 円　発売　日本図書館協会

・失業保険と生活保護の間

・アメリカの年金財政の展望と課題

・高齢者医療制度の概要とこれまでの経緯

・オーストラリア選挙委員会の政治資金監督機能

・高レベル放射性廃棄物最終処分施設の立地選定をめぐる問題

・ふるさと納税の現状と課題（現地調査報告）

・英国の省における大臣・特別顧問（資料）

入手のお問い合わせ

日本図書館協会

〒 104-0033　東京都中央区新川 1-11-14　電話　03（3523）0812

新刊案内

国立国会図書館の

編集・刊行物

■

『国立国会図書館

図書館協力

ハンドブック』を

刊行しました

■
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